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 資料-6 基本設計概要表 

１．協力対象事業名 

モンゴル国ウランバートル市給水施設改善計画 
２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1)我が国が当該国に対し援助する我が国が当該国に対し援助する我が国が当該国に対し援助する我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性ことの必要性・妥当性ことの必要性・妥当性ことの必要性・妥当性 
モンゴル国は、①90年以降、民主化及び市場経済化に向けた改革を進めていること、②モン
ゴルの安定と経済発展は、周辺地域における政治的・経済的安定にとって重要であること、③内
陸国であるとともに、市場経済への移行期にあり、経済基盤が未整備であるとともに貧困層の増
大という課題があることから援助需要が大きいこと等を踏まえてわが国は援助を実施している。 
また、わが国は 91年から 7回、世銀と共同で支援国会合を開催し、対モンゴル支援の国際的
な枠組み造りにも主導的な役割を果たしている。こうした背景を受けて、モンゴル側との政策対
話を踏まえて、①産業振興のための経済基盤及び条件整備、②市場経済移行のための知的支援と
人材育成、経済政策及び法制度・行財政改革、③農業振興のための長期計画策定、流通体制の整
備、農業技術の開発・普及、④水供給の安定化を含む基礎生活支援（教育、保健・医療、水供給）
等の分野を援助の重点項目としている。 

 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
ウランバートル市の総合計画である、「ウランバートル市マスタープラン 2020年」が閣議承認
され、人口の増加に伴うアパート建設、電気、工場建設及び水供給が優先的に対策が必要なもの
とされている。特に近い将来に水不足が生じると予想され、プロジェクトの目標年である 2010
年には現有の水源水量 222,000m3/日に対し需要量は 240,000 m3/日となり、18,000 m3/日が不足す
ると予測される。 
ウランバートル市民の居住形態は、アパート居住者と町周辺のゲル（テント式住居）居住者に
分類される。アパートへは水道管による直接給水、ゲル地区へは地区内に設けた水槽から、共用
栓で飲料水を供給しており一人当りの水使用量は大きく異なっている。アパートへの水供給状況
は比較的良好であるが、時間により一部地域の上層階で水の出の悪いところがある。ゲルは水を
得るのが不便なため、一部では不衛生な水を使用しているため水系伝染病も発生している。 
一方、ウランバートル市の水源はトーラ川の伏流水であり、これを井戸により取水してポンプ
配水している。水源開発が可能な上流水源の施設は旧ソ連製のものであり、給水能力は公称能力
を大幅に下回っている。また、市の主要水源である中央水源ポンプ場では、前回の日本の無償資
金協力により多数の施設が改善され、断水の減少など多くの効果をあげているが、大容量のポン
プ２台が旧ソ連製であり、不安定な送水と割高な運転経費に問題が残っている。 
USAG（ウランバートル市上下水道会社）は老朽化した施設を巧みに補修・管理して運転してい
るが、井戸開発と大容量のポンプ導入を独自で実施することは費用がかさむため経済的に困難で
あり、本件援助の必要性は高い。 

 
３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
ウランバートル市において、水源及び送配水施設を整備することにより、衛生的な上水を安定

的に供給することを目的とする。 

 

４．協力対象事業の内容 

(1) 対象地域対象地域対象地域対象地域 
モンゴル国ウランバートル市 
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(2) アウトプットアウトプットアウトプットアウトプット 
上流水源地域に井戸が建設され、上流水源送水ポンプ場、中央水源配水ポンプ場の送水施設が
更新・整備される。また、上流水源井戸施設の保温設備が更新・整備される。 

 
(3) インプットインプットインプットインプット 
（日本側） 
■ 上流水源ポンプ場改修 
   ポンプ５台（90,000m3/日）及び関連設備更新 
■ 中央水源ポンプ場改修 

ポンプ２台（96,000m3/日）及び関連設備更新 
■ 井戸ポンプ建設 
  上流水源井戸及び取水ポンプ場（16井、18,000m3/日）、導水管約 12.6kmの建設 

■ 圧力水槽の建設 
上流水源送水ポンプ場内にサージベッセル設備の建設 

■ 機材調達 
上流水源井戸の保温設備：55箇所分の機材調達（既存井戸 39箇所、新設井戸 16箇所） 

（現地側） 
・EIAの取得、既設ポンプの撤去・処分、上流水源井戸保温設備の設置 
・送電線、フェンスの設置 
・運営維持管理体制の整備及び人員配置               

(4) 総事業費総事業費総事業費総事業費        
    概算事業費    17.02 億円 （日本側 16.85 億円 モンゴル側 0.17 億円) 
(5) スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 
 詳細設計期間を含め約 32.5ヶ月の工期を予定 
(6) 実施体制実施体制実施体制実施体制 
 実施機関：ウランバートル市上下水道会社 （USAG） 
５．プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 
    ウランバートル市 地域住民 
    裨益人口：約 990,500人(2010年) 
(2) 事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標事業の目的（プロジェクトの目標）を示す指標 

 2003年（現状） 2007年（プロジェクト完了時） 
給水能力 222,000 m3／日 240,000 m3／日 

(3) その他の成果指標その他の成果指標その他の成果指標その他の成果指標 
・水系伝染病の発生数（現状 約 73人／万人・年）が減少する。 
・ゲルへの給水量が増加する。 
 
６．外部要因リスク 

・ 関係諸機関における専門職員が確保され、維持管理に必要な予算が継続して確保される 
・ 大規模な天候不順や自然災害が発生しない 
・ ゲル地区の給水改善と既存配水管網の改善など、世銀の事業が予定通り実施される 
７．今後の評価計画 

（１）事後評価における成果指標：  給水能力 
（２）評価のタイミング    ：  2007年以降 
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 資料-7 収集資料リスト 

収集資料リスト 

調査名：モンゴル国ウランバートル市給水施設改善計画  

番号 名称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年 

1 ウランバートル市マスタープラン 図書 オリジナル ウランバートル市 2003 
2 The Survey report of the Study of the living environment 

of The Ger Area in Ulaanbaatar, Mongolia 
図書 コピー JICA 2002.2 

3 Mongolian Statistical Yearbook  
2001, 2002 

図書 オリジナル National Statistical Office of 
Mongolia 

2002, 2003 

4 DONORS’ THEMATIC GROUP MEETING ON 
ULAANBAATAR CITY DEVELOPMENT 

図書 オリジナル Ulaanbaatar Mongolia 2003 

5 法律（飲料水の水源選択に関する規定及び衛生要求） 図書 コピー モンゴル国法制局 1993 
6 法律（飲料水の衛生規定及び管理） 図書 コピー モンゴル国法制局 1993 
7 法律（町村の給水及び浄水施設の利用に関する法定） 図書 コピー モンゴル国法制局 2002 
8 法律（水に関する法定） 図書 コピー モンゴル国法制局 1995 
9 法律（固定資産減価償却費及びその評価について） 図書 コピー モンゴル国法制局 1994 

10 環境保護法 図書 コピー モンゴル国法制局 1994 
11 関税法 図書 コピー モンゴル国法制局 1996 
12 土地料金法 図書 コピー モンゴル国法制局 1997 
13 労働法 図書 コピー モンゴル国法制局 1999 
14 土地法 図書 コピー モンゴル国法制局 2002 
15 会計法 図書 コピー モンゴル国法制局 2002 
16 2000年度税務申告書（00/01/01～00/12/31） 図書（抜粋） コピー ウランバートル市 2001 
17 2001年度税務申告書（01/01/01～01/12/31） 図書（抜粋） コピー ウランバートル市 2002 
18 2002年度税務申告書（02/01/01～02/12/31） 図書（抜粋） コピー ウランバートル市 2003 
19 USAG, 2002年度の営業実績 図書 コピー ウランバートル市 2003 
20 USAG, 2001年度予算書 図書 コピー ウランバートル市 2001 
21 USAG, 2002年度予算書 図書 コピー ウランバートル市 2002 
22 USAG, 2003年度予算書 図書 コピー ウランバートル市 2002 
23 USAG上下水道料金表 図書 コピー USAG 2003 
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番号 名称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年 

24 OSNAAG上下水道料金表 図書 コピー OSNAAG 2003 
25 漏水修理伝票 図書 コピー USAG 2003 
26 OSNAAG節水キャンペーンパンフレット 図書 原稿 OSNAAG 2003 
27 USAG節水キャンペーンパンフレット 図書 コピー USAG  
28 UB市飲料水源に関する保全地域決定通達 図書 コピー ウランバートル市 1980 
29 水源の水の貯蓄量の評価及び水利用に関する

料金の規定 
図書 コピー 内閣通達 1991 

30 地形図（1/25,000）L-4811-g-b 地図 コピー 国家地図局 1987 
31 地形図（1/25,000）L-48-11-B-g 地図 コピー 国家地図局 1987 
32 地形図（1/50,000）L-48-12-A 地図 コピー 国家地図局 1968 
33 地形図（1/50,000）L-48-12-B 地図 コピー 国家地図局 1968 
34 地形図（1/50,000）L-48-11-b 地図 コピー 国家地図局 1968 
35 地形図（1/50,000）L-48-11-G 地図 コピー 国家地図局 1968 
36 地形図（1/100,000）L-48-23 地図 コピー 国家地図局 1984 
37 上流水源系統図 図書 コピー ロシア 1990 
38 上流水源用水ポンプ一覧 図書 コピー ロシア 不明 
39 中央水源配水ポンプ資料 図書 コピー 旧ソ連 1988 
40 上流水源送水ポンプ資料 図書 コピー 旧ソ連 1986 
41 ウランバートル市管網モデル化資料 図書 コピー ウランバートル市 2002 
42 ゲル地区配管図 図面 コピー USAG 2001 
43 Hailaast・Denjiin地区配管計画図 図面 コピー World Bank  
44 ザフサリン配水池滅菌システム 図書 コピー World Bank 2002 
45 キオスク給水報告 図面 コピー USAG 2003 
46 ウランバートル市配水量資料 図書 コピー USAG 2002～03 
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 資料8-2 配水管網計算 

 

 表A8-2-1-1 接点情報   （2002年） 

 表A8-2-1-2 計算結果：水圧  （2002年） 

 表A8-2-1-3 計算結果：管路  （2002年） 

 図A8-2-１ 管網図   （2002年） 

       

 表A8-2-2-1 接点情報   （2010年） 

 表A8-2-2-2 計算結果：水圧  （2010年） 

 表A8-2-2-3 計算結果：管路  （2010年） 
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　配水管網図（その２）を参照

 
図A8-2-１ 配水管網図（その１） 
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配水管網図（その１）を参照

 
図A8-2-１ 配水管網図（その 2） 
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